
 

 

 

平成 29 年 1 月 4 日 

総合政策局国際政策課 

海外プロジェクト推進課 

 

石井国土交通大臣のミャンマー・インドネシア出張の結果概要 

 

 
 

ミャンマーでは、国土交通省も見直し作業に協力したヤンゴンの都市開発・都市交通

マスタープランを速やかに実行するために必要なインフラ整備や住宅の供給の促進に関

する協力等について、タン・ズィン・マウン運輸・通信大臣、ウィン・カイン建設大臣

等の関係閣僚と協議を行いました。 

また、ウィン・カイン建設大臣と、都市・住宅分野において相互協力を強化する観点

から、改めて協力覚書を締結しました。 

 

インドネシアでは、パティンバン新港整備をはじめとする都市開発、鉄道、空港等の

インフラ整備の協力等について、ルフット・ビンサル・パンジャイタン海洋担当調整大

臣、ブディ・カリヤ・スマディ運輸大臣等の関係閣僚と協議を行いました。 

また、バスキ・ハディムリヨノ公共事業・国民住宅大臣と、社会資本整備に関し協力

関係をさらに深めるための協力覚書を締結しました。 

 

会談等の模様は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

   

石井国土交通大臣は、ミャンマーにおいて、タン・ズィン・マウン運輸・通信大臣等

の関係閣僚と政策協議を行い、また、ウィン・カイン建設大臣と、都市・住宅分野にお

いて相互協力を強化するための協力覚書を締結しました。 

また、インドネシアにおいては、ルフット・ビンサル・パンジャイタン海洋担当調整

大臣やブディ・カリヤ・スマディ運輸大臣等の関係閣僚と政策協議を行い、また、バス

キ・ハディムリヨノ公共事業・国民住宅大臣と、社会資本整備に関し相互協力を強化す

るための協力覚書を締結しました。 

【問い合わせ先】  ①ミャンマー関係 ②インドネシア関係 

総合政策局 国際政策課 前田 

         海外プロジェクト推進課 杉田 

電話：03-5253-8111（内線：25924, 25805） 

直通：03-5253-8318, 8315 

FAX：03-5253-1561, 1562 

総合政策局 国際政策課 浦木 

         海外プロジェクト推進課 田中 

電話：03-5253-8111（内線：25922, 25803） 

直通：03-5253-8318, 8315 

FAX：03-5253-1561, 1562 



別紙 

 

１．ミャンマー 

（１）タン・ズィン・マウン運輸・通信大臣 

ヤンゴン・マンダレー幹線鉄道やヤンゴン環状鉄道の近代化、ハンタワディ新国

際空港やティラワ港の整備等における両国の協力のほか、国土交通省も見直し作業

に協力したヤンゴンの都市開発・都市交通マスタープランを速やかに実行に移すこ

と等について、意見交換を行った。 

両国が、交通分野において、引き続き協力していくことで認識を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ウィン・カイン建設大臣 

住宅・都市開発、道路・橋梁の整備、老朽化する橋梁等のメンテナンスなどにつ

いて意見交換を行い、両国が引き続き協力していくことで認識を共有した。 

さらに、住宅供給の促進のため、住宅金融に関しても技術的な支援を行っていく

ことを確認し、これを明記した都市・住宅分野の協力覚書を締結した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（３）チョウ・ウィン計画・財務大臣 

鉄道、道路、港湾、空港、住宅・都市開発等のインフラ・交通分野における両国の

協力全般について、中長期的な構想も含め、意見交換を行った。 

両国が、インフラ・交通分野において、引き続き協力していくことで認識を共有

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）防災関係３大臣 

・タン・ズィン・マウン運輸・通信大臣 

・アウン・トゥ農業・畜水産・灌漑大臣 

・ウィン・ミャッ・エー社会福祉・救済復興大臣 

防災を担当されている上記３名の大臣と、ミャンマーにおける自然災害の発生状

況や防災対策等について会談を行い、両国間で行っている防災協働対話等を通じて、

引き続き協力していくことで認識を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ピョー・ミン・テイン ヤンゴン地域政府首相 

国土交通省も見直し作業に協力したヤンゴンの都市開発・都市交通マスタープラ

ンを速やかに実行に移すこと等について、意見交換を行った。 

都市開発・都市鉄道・バスのサービスの充実、渋滞対策等について引き続き協力

していくことで認識を共有した。 

 

 

 

  



２．インドネシア 

（１）ブディ・カリヤ・スマディ運輸大臣 

ジャカルタ首都圏東部において計画中のパティンバン新港整備に関する両国の協力

のほか、ジャワ島北幹線鉄道の準高速化等のインフラ整備について、意見交換を行った。 

両国が、交通分野において、引き続き協力していくことで認識を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ルフット・ビンサル・パンジャイタン海洋担当調整大臣とのワーキングランチ 

・ルフット・ビンサル・パンジャイタン海洋担当調整大臣 

・ブディ・カリヤ・スマディ運輸大臣 

・アリフ・ヤフヤ観光大臣 

・アフマド・ハヤワン西ジャワ州知事 

ジャカルタ首都圏東部において計画中のパティンバン新港整備に関する両国の協力

のほか、ジャワ島北幹線鉄道の準高速化等のインフラ整備、観光政策等について、意見

交換を行った。 

両国が、交通・インフラ・観光分野において、引き続き協力していくことで認識

を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）リニ・スマルノ国営企業大臣 

空港、港湾等のインフラ・交通分野における両国の協力について、意見交換を行い、

引き続き協力していくことで認識を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）バスキ・ハディムリヨノ公共事業・国民住宅大臣 

  主に都市開発や下水道分野、海岸分野等の社会資本整備分野における協力の進展

に向け、両国関係当局間の協力関係をさらに深めていくことを確認した。 

  また、会談終了後、社会資本整備分野に関する協力覚書の締結を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


